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              全農薬の主な行事予定                

「全国農薬協同組合」 

２０２4 年（令和 6 年） 

7 月 10 月(水) 農薬シンポジウム in 栃木 

7 月 17 月(水) 農薬シンポジウム in 大分 

7 月 18 日(木) 10：30～ 第 2 回役員選考準備委員会 

7 月 18 日(木)  13：30～ 安全協常任幹事会・情報交換会 

9 月 19 日(木)  10：30～ 第 313 回理事会（執行部協議会、各委員会） 

10 月 7 日(月)～11 日(金) 第 102 回 植物防疫研修会（農薬安全コンサルタント） 

10 月 23 日(水)   13：30～ 監査会（理事長、監事） 

10 月 16 日(水)～18 日(金) 第 11 回農薬安全コンサルタントリーダー研修会 

 11 月 20 日(水) 第 314 回理事会 

 11 月 21 日(木) 第 59 回総会・第 315 回理事会・第 47 回安全協全国集会 

 12 月 11 日(水) 執行部協議会・第 316 回理事会 

 12 月 12 日(木) 全農薬受発注システム利用メーカー協議会総会 

２０２5 年（令和 7 年） 

2 月 3 日(月)～7 日(金) 第 103 回 植物防疫研修会（農薬安全コンサルタント） 

 

「植防関係団体」 

7 月 23 日(火) 植物防疫団体総務連絡会  

9 月 18 日(水) 日本植物防疫協会シンポジウム（日本教育会館 ハイブリッド形式）  

9 月 25 日(水) 報農会 シンポジウム及び功績者表彰式 

11 月 13 日(水) 虫供養 クロップライフジャパン（旧 JCPA 農薬工業会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイサンボク（泰山木）      

花言葉：                    

『前途洋々』、『壮麗』、『威厳』 

撮影場所：藤沢市        
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             組合からのお知らせ               

１．クロップライフジャパン（旧 JCPA 農薬工業会）  

（1）第 93 回通常総会 

開催日時：2024 年 5 月 15 日（水） 

開催場所：鉄鋼会館（日本橋茅場町） 

 

総会では、2023 年度事業報告および 2024 年度事業計画案を承認し、役員選

任を行った。また、新ビジョンの公表とそれに沿った事業目的等の変更を行い、そ

れらを踏まえビジョンの見直しに合わせ、団体名称を「クロップライフジャパン

（英名 CropLifeJAPAN）」へ変更した。 

 

1）2023 年度 JCPA 農薬工業会事業報告 

2023 年度は、作物保護の視点を入れ、外部環境変化も考慮したビジョンのリニュ

ーアルの検討と業界イメージ向上への取組、農薬取締法等農薬規制に関する諸課題へ

の的確な対応、安全・広報活動の戦略的推進と科学・情報リテラシーの向上を目指し

た積極的情報発信、スチュワードシップ活動の推進及びコンプライアンスの確保、農

薬業界のグローバル化に呼応した活動推進の 5 つの重点事業計画に沿って展開され

た。 

特に安全・広報活動の戦略的推進では、一般消費者への活動として、クイズ王伊沢

氏が率いる知識集団 QuizKnock とコラボし、YouTube 動画及び WEB 記事を公開

して若年層を対象に農薬プラスイメージの発信を実施。また、新作動画 2 本を追加

し、拡散施策を行った。 

2）新たなビジョンと名称について 

国外の政情の変化、カーボンニュートラルの取組など食料・農業をめぐる情勢の変

化や会員の事業活動の拡大を踏まえ、日本と世界の食と農業へ貢献するため、新たな

ビジョンを策定した。 

◎NEW VISION 

〇将来のありたい姿＝目標 

1.日本と世界の食料安全保障、持続可能な農業に貢献します 

2.環境にやさしいイノベーションを推進します 

3.安全の先にある安心な食生活を楽しめる社会を目指します 

〇活動指針＝目標を実現する方法 

1.日本の農業生産性向上と農産物の輸出拡大、世界の農産物需要に対応した作物保

護技術を提供します 

2.環境を守るための技術革新とカーボンニュートラルに取り組みます 

3.社会の信頼を確保するため、適正な農薬使用の推進と科学的な情報発信を行いま
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す 

4.上記活動の核となるイノベーションを創出する人材の育成に努めます 

 

また、新たなビジョンにそって、下記の通り事業目的等の変更を行った。 

「本会は農薬をはじめとする作物保護関連事業の円滑且つ健全な発展を図るとと

もに、透明性と公正性に基づいた事業活動を展開し、日本と世界の食と農業に貢献

することを目的とする。」 

また、事業目的等の変更を踏まえ名称のあり方について検討し、ビジョンの見直し

に合わせ、グローバルな潮流を踏まえて、会の名称を「クロップライフジャパン（英

名 CropLifeJAPAN）」とした。 

 

3）2024 年度クロップライフジャパン事業計画 

◎重点事業計画  

1.日本の農業生産性向上と農産物の輸出拡大、世界の農産物需要に対応した作物保

護技術を提供する 

2.環境を守るための技術革新とカーボンニュートラルに取り組む 

3.社会の信頼を確保するため、適正な農薬使用の推進と科学的な情報を発信する 

4.人材の育成、資質向上に努める 

 

◎2024 年度クロップライフジャパン役員体制（5 月 16 日付・敬称略） 

左から廣岡事務局長、松浦常勤理事、藤本副会長、小澤会長、的場副会長、岩田副会長 
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（2）通常総会後の講演会・懇親会 

 通常総会終了後に同会場で講演会、懇親会が行われた。 

 出席者：鈴木参事、植草顧問 

 1）講演会 

 演題：ハナバチ類のための資源創出事業 

 演者：中村 純 氏（玉川大学名誉教授） 

 

2）懇親会 

 同会館８階にて立食形式で開催され、会員会社の他、関係府省、関係団体、報道関

係者など約 100 名が出席した。冒頭では小澤会長からのご挨拶があり、続いて来賓

を代表して農林水産省消費・安全局の大島参事官から祝辞が寄せられました。その

後、藤本副会長より乾杯のご挨拶と発声があり、和やかな雰囲気の中で情報交換が行

われました。 

 

 

 

中締めとして岩田会長からご挨拶があり、盛況のうちにお開きとなりました。 

 

挨拶 

小澤会長 

祝辞 

大島参事官 

乾杯 

藤本副会長 

中締め 

岩田副会長 
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2．（公財）日本植物調節剤研究協会 

 

第 13 回 評議員会  

開催日時：2024 年 5 月 31 日（金）  

開催場所：浅草ビューホテル４階「駒形の間」 

 

報告事項 

2023 年度事業報告の件 

決議事項 

1. 2023 年度決算承認の件 

2. 理事・監事の選任の件 

（再任理事）：岩田浩幸、大谷敏郎、腰岡政二、小林浩幸、酒井長雄、品田裕二、 

伊達寛敬、田中浩平、長澤裕滋、濱村謙史朗、横山幸徳 

（新任理事）：田中十城、村岡哲郎、吉田修一 

（再任監事）：大倉祐介、松本 宏 

（退任理事）：高橋宏和、田中 良 

3. 評議員の選任の件 

（再任評議員）：秋森吉樹、氏家 敬、岡山雄太、小國浩一、奥村 博、加藤良晃、 

関野景介、瀧井新自、早川伸一、早川泰弘、原田孝則、平井康弘、藤本博明、 

渡邊 賢 

 （新任評議員）：阿部光市、瓜原一郎、福盛田共義、堀江幹也 

 （退任理事）：大川哲生、芳賀俊郎、横田 因、吉田潔充  

 

その他    

創立 60 周年記念行事を本年 12 月に行う旨、説明された。 

 

第 33 回 理事会 

議案 

1. 理事及び業務執行理事の選定の件 

代表理事（理事長）          大谷 敏郎 

代表理事（専務理事）        濱村 謙史朗 

業務執行理事（常務理事）   村岡 哲郎 

業務執行理事（常務理事）   田中 十城 

2. 重要な使用人の選任の件 

   事務局長の選任             濱村 謙史朗 

【敬称略】 
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3．（一社）農林水産航空協会 

第 122 回 総会  

開催日時：2024 年 6 月 12 日（水）14:00 

開催場所：都道府県会館 101 会議室（千代田区平河町） 

出席者：鈴木 敦 参事 

 

開会 

1. 会長挨拶 福盛田共義 会長  

2. 農林水産省挨拶 農林水産省消費・安全局植物防疫課 尾室義典 課長 

3. 議長選出 

4. 議事録署名人の指名  

5. 議案審議 

第1号議案 令和5年度事業報告に関する件 

・会員数 

・理事会-総会関係 

・事業報告 

農林水産業における航空機等(有人へリコプター及び産業用無人航空機(無人へリコ

プター及びマルチローター式小型無人機(以下、「マルチローター」という))の利用(薬

剤、肥料、種子の散布等に利用する事業)の安全かつ効率的な推進を図ることにより、

農林水産業の安定生産、生産性の向上を図り、もってわが国の食料自給率の向上、国

民の食の安全、生活・自然環境の保全に寄与することを目的とし次の事業を実施し

た。（内容省略） 

 

 

 

 

農林水産航空協会総会の様子 
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第2号議案 令和5年度財務諸表承認に関する件 

・正味財産増減計算書 

・貸借対照表 

・財産目録 

・監査報告 

第3号議案 令和6年度会費の分担及び徴収方法に関する件 

第4号議案 令和6年度役員報酬の総額に関する件 

第5号議案 役員の改選に関する件 

 

・一般社団法人 農林水産航空協会役員 

会 長  福盛田 共義  （農林水産航空協会） 

常務理事 五月女 淳   （農林水産航空協会） 

理 事  秋森 吉樹   （全国農業協同組合連合会） 

理 事  稲垣 照哉   （全国農業会議所） 

理 事  宇田川 雅之  （東邦航空株式会社） 

理 事  杉浦 弘明   （ヤマハ発動機株式会社 新任） 

理 事  徳井 和久   （全国農業共済協会） 

理 事  中村 雅人   （北陸スカイテック株式会社） 

理 事  濱村 謙史朗  （日本植物調節剤研究協会 新任） 

理 事  樋口 広樹   （ヤンマーヘリ&アグリ株式会社） 

理 事  藤本 博明   （農薬工業会） 

理 事  松岡 滋治   （中日本航空株式会社 新任） 

理 事  松岡 隆二   （株式会社ヘリサービス） 

理 事  宮本 功    （朝日航洋株式会社） 

理 事  元広 雅樹   （全国農業協同組合中央会） 

監 事  鈴木 敦    （全国農薬協同組合） 

監 事  高橋 正幸   （公認会計士） 

 

以上のとおり承認された。 

【敬称略】 

 

閉会 
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4．（一社）日本植物防疫協会 

第 13 回 総会 

開催日時：2024 年 6 月 14 日（金） 

開催場所：アートホテル日暮里ラングウッド（荒川区東日暮里） 

出席者：大森 理事長、 植草 技術顧問 

総会次第： 

1 ．開会 

2 ．早川理事長挨拶 

3 ．来賓挨拶 

  農林水産省消費安全局植物防疫課 課長 尾室 義典 氏 

  農業・食品産業技術総合研究機構 植物防疫研究部門 所長 大藤 泰雄 氏 

4 ．議長選出及び議事録署名人選任 

5 ．議事  

定款の規定に基づき、早川理事長が議長となり、 

冨田専務理事、曽根常務理事及び高木常務理事から 

提出議案の説明が行われた。 

 

（1）第１号議案 2023 年度事業報告及び収支決算に関 

する件 

事業報告について、実施事業、試験研究事業、支援事業及び不動産賃貸事業等への取

り組みの報告及び 2024 年度事業計画のポイントを含め収支決算についての説明が行わ

れた後、岡田監事から監査報告がなされ、当議案は原案どおり異議なく承認された。 

事業項目 

1. 植物防疫資材に関する試験研究の受託実施 

2. 登録の少ない農作物に対する農薬登録の促進 

3. 植物防疫に関する調査研究の実施 

4. 植物防疫に関する研修会及び講演会等の開催 

5. 植物防疫に関する歴史的な史料の展示 

6. 植物防疫に関する印刷物の発行 

7. 植物防疫に関する諸情報の収集及び提供 

8. 植物防疫関連資材の提供 

9. 植物防疫に関する国内外の関係機関との連携 

10. 不動産の賃貸に関する事業 

11. 会員への情報提供及び親睦 

12. 会務に関する事項 

 

早川理事長 

尾室課長 

大藤所長 
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（2）第２号議案 役員改選に関する件 

 1.新役員 

  理事             監事 

   大森 茂           岡田 茂 

   小澤 敏           篠原 弘亮 

   曽根 信三郎 

   髙木 豊 

   田中 啓司 

   富田 恭範 

   西尾 健 

   早川 泰弘           【敬称略】 

 

  役員改選案が承認され、役員については、旧監事の堀江 博道氏が退任され、 

新任の監事として東京農業大学 教授 篠原 弘亮 氏が新たに就任された。 

 

（3）第３号議案 役員報酬に関する件 

  理事会で承認された 2022 年度予算同との説明後、原案   

どおり異議なく承認された。 

（4）第４号議案 会費に関する件 

  前年同との説明後、原案どおり異議なく承認された。 

 

総会終了後新役員による理事会が開催され、理事長に早川 泰弘 氏、専務理事に 

富田 恭範 氏、常務理事に曽根 信三郎 氏、髙木 豊 氏が就任されたことが 

報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年通り、総会後に懇親会が行われ、200 名以上が集まり盛況であった。 

篠原新監事 

左から曽根常務、報告される早川理事長、富田専務、高木常務 
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5．（公社）緑の安全推進協会 

第 35 回 通常総会  

開催日時：2024 年 6 月 18 日（火） 

開催場所：エッサム神田ホール 2 号館 601 会議室 

（千代田区内神田） 

出席者：大森 理事長 

 

総会次第 

 

1. 開会 

2. 会長挨拶 

3. 来賓挨拶  

4. 議長選出  

5. 議事録署名人選出 

6. 議事の目的事項 

 

（1）決議事項 

第 1 号議案 2023 年度事業報告及び収支決算承認の件 

【2023 年度事業報告】 

公益目的事業の「緑の安全管理士関係事業」・「講師派遣事業」・「出版事業」につ

いて、理事会・総会・委員会・専門部会等会議の開催状況、監査の実施と適正報告

の受領が報告された。2023 年度末の緑の安全管理士数は、2851 名となった。

引き続き会員の動静について、賛助会員入会 1 団体あり、昨年度末で 139 会員と

なった。 

 

 

挨拶される根岸会長 

緑の安全推進協会総会の様子 
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【2023 年度収支決算】 

2023 年度収支決算について資料により説明された後、監事より監査報告があ

り、第 1 号議案は承認された。 

 

（２）報告事項 

２０２４年度事業計画及び収支予算 

【202４年度事業計画 】 

1）公益目的事業１ 農薬の適正使用に関する研修「緑の安全管理士」資格認定事業 

2）公益目的事業 2 農薬の適正使用に関する知識の普及・啓発事業 

3）公益目的事業 3 農薬の安全使用に関する図書・印刷物等の発行等 

4）会員や一般への情報提供 公益目的事業 共通 

5）委員会活動等 

【２０２４年度予算】資料により説明された。 

 

＜202４年度 役員＞ 

会 長   

根岸 寛光（公社・緑の安全推進協会） 

副会長 

  小林 由幸（株式会社ﾛｲﾔﾙｸﾞﾘｰﾝﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ 代表取締役社長） 

  小澤 敏（ｸﾛｯﾌﾟﾗｲﾌｼﾞｬﾊﾟﾝ会長・三井化学 C&L 株式会社 特別顧問）  

専務理事  

白岩 豊（公社・緑の安全推進協会） 

理 事 

秋森 吉樹（全国農業協同組合連合会 本所 耕種資材部次長） 

足立 純一（ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ株式会社ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ事業本部長） 

井ノ下 順二郎（日本農薬株式会社 上席執行役員 国内営業本部長） 

梅田 公利（住友化学園芸株式会社 代表取締役社長） 

大森 茂（全国農薬協同組合理事長・山陽薬品株式会社 代表取締役会長） 

河西 康弘（住友化学株式会社 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部長） 

篠原 卓朗（株式会社理研ｸﾞﾘｰﾝ 代表取締役社長） 

永井 統尋（株式会社ﾆﾁﾉｰ緑化 代表取締役社長） 

 監 事 

鈴木 望文（小西安農業資材株式会社 常務取締役営業本部長） 

松浦 克浩（ｸﾛｯﾌﾟﾗｲﾌｼﾞｬﾊﾟﾝ専務理事） 

【敬称略】 
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6．（一財）残留農薬研究所 

第 13 回 評議員会 

開催日時：2024 年 6 月 18 日（火）  

開催場所：霞が関法曹会館（千代田区霞が関） 

出席者：大森 理事長 

 

評議員会次第 

1. 理事長挨拶 

2. 来賓挨拶 

3. 議長選任 

4. 議事録署名人の選任 

5. 報告 

(1)2023 年度事業報告 

事業の経過及びその成果の報告 

(2)2023 年度公益目的支出計画実施報告（内閣府提出） 

6. 審議 

第 1 号議案 2023 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認に関する件 

第 2 号議案 一般財団法人残留農薬研究所定款の一部改正 

第 3 号議案 評議員の選定 

 現評議員の任期満了に伴い、本評議員会の決議によって評議員を選出した。 

 

評議員 

赤堀 文昭（麻布大学 名誉教授） 

秋森 吉樹（全国農業協同組合連合会 耕種資材部次長） 

安部 浩 （東京農工大学 名誉教授） 

岩田 浩幸（クロップライフジャパン 副会長） 

大澤 貴寿（学校法人 東京農業大学 特別顧問） 

大森 茂 （全国農薬協同組合 理事長） 

濱村謙史朗（公財 日本植物調整剤研究協会 専務理事：新任） 

早川 泰弘（一社 日本植物防疫協会 理事長） 

福盛田共義（一社 農林水産航空協会 会長：新任） 

的場 稔 （クロップライフジャパン 副会長） 

山本 出 （学校法人 東京農業大学 名誉教授） 

山本 雅之（東北大学東北メディカル・メガバンク機構 分子医化学分野） 

山本 幸洋（千葉県農林総合研究センター土壌環境管理室 室長）   

【敬称略】 

残研評議員会の様子 
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第 4 号議案 役員の選任 

 理事長及び現監事の任期が、2024 年 6 月 18 日開催の評議員会終結の時をもって

満了するに伴い、本評議員会の決議によって、理事及び監事を選出した。 

 

理事 

 大友 哲也（一財 残留農薬研究所 業務執行理事） 

 大山 和俊（一財 残留農薬研究所 業務執行理事） 

 長田 芳和（一財 残留農薬研究所 業務執行理事） 

 首藤 康文（一財 残留農薬研究所 業務執行理事） 

 牧 伸一 （一財 残留農薬研究所 常務理事） 

 

監事  

野竹 照秀（野竹税理士事務所 税理士） 

 羽隅 弘治（京浜興農株式会社 代表取締役会長） 

 廣岡 卓 （クロップライフジャパン 事務局長） 

【敬称略】 

 

 理事選出の後、理事会を開催し役員の選出が行われ、下記のとおり就任された。 

  

代表理事 理事長     大友 哲也 

代表理事 常務理事    牧 伸一 

業務執行理事 総務部担当 長田 芳和 

業務執行理事 化学部長  大山 和俊 

業務執行理事 毒性部長  首藤 康文 

【敬称略】 

 

なお、退任された前理事長 原田孝則氏は顧問（非常勤）に、同じく退任された 

前業務執行理事 研究部門担当 青山博昭氏は技術顧問（非常勤）にそれぞれ就任さ

れた。 
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7． 2024 年度 農薬危害防止に関する講演会 

～ 農薬使用者に対する安全について ～ 

 

クロップライフジャパン（旧 JCPA 農薬工業会）安全対策委員会主催 

日時：2024 年 6 月 18 日（火）14：00～17：00 

場所：日本教育会館 ７０７号室（千代田区一ツ橋） 

開催形式：ハイブリッド開催（会場及び WEB 開催） 

出席者：鈴木参事、植草技術顧問 

 

開会挨拶：クロップライフジャパン専務理事 松浦 克浩 氏 

講演： 

〇「農薬の危害防止について」 

農林水産省 消費・安全局農産安全管理課農薬対策室 

課長補佐 廣谷 龍輔 氏 

〇「中毒 110 番の受信状況（仮題）」 

公益財団法人日本中毒情報センター つくば中毒 110 番  

課長 竹内 明子 氏 

〇「JA おきなわの農産物安全安心の取り組み」 

JA おきなわ 営農販売課 

主査 上原 正嗣 氏 

〇「保護具（不浸透性手袋）の種類と性能（仮題）」 

農薬用マスク・保護具研究会 株式会社重松製作所 

主任 安藤 眞理 氏 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

閉会挨拶：クロップライフジャパン安全対策委員長  

池本 祐志 氏 

 

会議資料を全農薬 HP＞組合員情報サイトにアップを 

予定しています。 

  

松浦専務理事 

廣谷課長補佐 

竹内氏 
安藤氏 

池本委員長 
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7． 農薬用マスク・保護具研究会 

令和 6 年度 総会 

開催日時：2024 年 6 月 24 日（月）  

開催場所：台東一丁目区民館 2 階第 2 会議室（台東区台東 1 丁目） 

出席者：植草技術顧問 

 

1. 開会挨拶 

  （一社）日本くん蒸技術協会 専務理事 大村 克己 氏 

2. 議事 

(1)令和 5 年度事業報告及び収支決算について 

(2)農薬用マスク等の名称変更について 

(3)マスクの識別マークについて 

(4)農薬とマスクのセミナーへの支援について 

(5)「薬散布に使用するマスク・保護具の手引

き」の作成について 

(6)令和 6 年度事業計画及び予算案 

 

2. 講演 

「不浸透性手袋について」アトム株式会社 

  朝比奈 智 氏 

 

3. 来賓挨拶 

 農林水産省消費・安全局農産安全管理課 

農薬対策室 監査登録係長 今野 亜紀 氏 

  

農薬用マスク・保護具研究会の様子 

講演される朝比奈氏 
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8．農薬シンポジウム ｉｎ 栃木 2024 開催のお知らせ 

栃木県宇都宮市で以下の通り開催する運びとなりましたので、ご案内いたします。 

日時：2024 年 7 月 10 日（水）13：30～16：30 

場所：コンセーレ大ホール 
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9．農薬シンポジウム ｉｎ 大分 2024 開催のお知らせ 

大分県で以下の通り開催する運びとなりましたので、ご案内いたします。 

日時：2024 年 7 月 17 日（水）13：00～16：00 

場所：大分県総合社会福祉会館 大ホール 
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              関係団体からのお知らせ               

1. 令和 6 年度輸出先国の規制に係る産地への課題解決支援委託事業に係る 

広報紙(2024.4 版)の送付について 

令和 6 年 4 月 25 日 

一般社団法人全国植物検疫協会内   

農産物輸出課題解決支援事業事務局 

 

拝啓 平素は格別の御高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、当協会では農林水産省の委託を受けて、「令和 6 年度輸出先国の規制に係る産

地への課題解決支援委託事業」を実施しています。当該事業は、農産物を輸出しようと

する生産者や輸出事業者等が抱える課題等のうち、植物検疫や残留農薬、病害虫防除等

に関して、無償で専門家を派遣しその課題等の解決を支援するために実施するもので、

今般、当該事業について関係者に輻広く周知するため、広報紙(チラシ)(2024.4 版)を

作成したところです。 

つきましては、当該広報紙を送付させていただきますので、関係者への周知等に等が

ございましたら各相談窓口までお気軽にご照会ください。 

なお、農産物の輸出に当たって、植物検疫や残留農薬等に関し、ご質問やご相談ご協

力くださいますようよろしくお願い申し上げます。 
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2. 農薬の安全使用講習会等への農薬用マスク・保護具専門家の派遣について 

令和 6 年 5 月 8 日 

全国農薬協同組合 御中 

農薬用マスク・保護具研究会事務局 

一般社団法人日本くん蒸技術協会 

会長 坂野 雅敏 

 

拝啓、時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

また、日頃より私共の活動に対してご理解と御協力を賜り厚く感謝申し上げます。 

私共は、農薬使用者の安全確保の観点から、農薬使用時のマスクや保護具の適正着用に関

する知識の普及を図っており、都道府県や JA などで開催される農薬の安全使用に関する

講習会などに専門家を講師として派遣しています。講習では、農薬用マスクや保護具に関す

る基礎知識の解説やマスクフィッティングテスターを用いたマスクの正しい着用法の実習

などを行っています。 

 

記 

 

1. 農薬用マスク・保護具研究会(連絡先) 

事務局：一般社団法人日本くん蒸技術協会 

〒110-0016 台東区台東 1-26-6(植調会館 6 階) 

電話：03-3833-6923 FAX：03-3833-6925 

担当：大村克己 omura@nikkunkyo.or.jp  

高橋正和 takahashi@nikkunkyo.or.jp 

 

2. 提供できる資料 

次の資料をセットでお送りします。 

(5)農薬散布に使用するマスクの手引き(第 15 版) 

現在、マスク以外の保護具を含めた手引きを製作中です。 

(6)リーフレット「農薬用マスクの正しい使い方」 

(7)「土壌くん蒸用マスクの選び方」 

(8)マスクメーカーのカタログ 

 

3.  インターネットで入手できる資料 

次の資料は、日本くん蒸技術協会のホームページからダウンロードできます。 

http://ｗｗｗ.nikkunkyo.or.jp/ 

(1)農薬散布に使用するマスクの手引き(第 15 版) 
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(2)リーフレット「農薬用マスクの正しい使い方」「土壌くん蒸用マスクの選び方」 

(3)マスクメーカーのカタログ 

(4)農薬の種類と対応マスクの検索ファイル 

 

4. 農薬使用時の保護具に関する動画を公開しています。 

「自分を守る 15 分動画」  

http://www.nikkunkyo.or..jp/mask/movie/ 

 

5. その他 

以上のほか、防除衣、不浸透性手袋、保護メガネについても資料を準備しています。 

 

以上 
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3.  令和 6 年度 IPM 指導者認証制度事業 IPM アドバイザー講習会の 

聞催について 

令和 6 年 5 月 27 日 

一般社団法人 全国農業改良普及支援協会 

会長 岩元 明久 

 

本会の事業運営につきましては平素から格別のご協力、ご支援を賜り厚くお礼申し上

げます。 

さて、本会ではこれまで、農業の持続的発展を図るとともに環境保全や食の安全・安心

に対する消費者の関心の高まりに応えるため、農業生産における総合的病害虫・雑草管理

（IPM）の普及・推進に取り組んでまいりました。令和 2 年度からは IPM 指導者認証制

度事業により、IPM 指導者の養成および拡充を図るため、IPM アドバイサー講習会を開

催しており、令和 6 年度は別紙開催要領のとおり開催することといたしました。 

つきましては、責会関係者へご案内賜りたく、お願い申し上げます。なお、講習会受講

後に試験を実施し、合格者を日 IPM アドバイザー」として認定します。今後の活動に役

立てていただきたく存じます。 

参申し込みにつきましては、本会 Web サイト（https://www.jadea.org/）内の「お

知らせ」内にございます、申込フォームより必要事項をご記人の上、お申し込みください。

定員(36 名)となり次第、受付を終了させていただきますので、ご了承くださるようお願

い申し上げます。 
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              行政からのお知らせ                   

1. 「令和６年度病害虫発生予報第３号」の発表について 

令和６年 6 月 12 日 

農林水産省 

向こう１か月の主要な病害虫の発生予察情報については次のとおり。 

・ 水稲では、斑点米カメムシ類の発生が、北東北、北陸及び四国の一部の地域で多く

なると予想される。 

・ 麦では、赤かび病の発生が、関東、甲信、東海及び四国の一部の地域で多くなると

予想される。 

・ 野菜では、オオタバコガの発生が、南東北、関東、北陸、東海、近畿及び四国の一

部の地域で多くなると予想される」。 

・ 果樹カメムシ類の発生が、関東、北陸、東海、近畿、中国、四国及び九州の一部の

地域で多くなると予想される。 

・ この他、なしのシンクイムシ類等、地域によっては多くなると予想されている病害

虫があるので注意。 

 

本予報は、都道府県が提供する発生予察情報を取りまとめた情報です、地域における

情報の詳細は、都道府県病害虫防除所のホームページ等を参照してください。 

 

以下に各作物について平年値より発生が「多い」・「やや多い」と予想される病害虫と

地域の表を掲載します。表中の地域については、必ずしもその全域で発生が見られる

ものではありません。 
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「令和６年度病害虫発生予報第３号」： 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/yosatu/attach/pdf/index-30.pdf 
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2. 「生物農薬」の通称の使用について 

令和６年 6 月 28 日 

農林水産省消費・安全局 

農産安全管理課 

 

農林水産省では、「みどりの食料システム戦略」に基づき、化学農薬使用量の低減

や、有機農業の面的拡大に取り組んでいるところです。 

「生物農薬」（微生物農薬、天敵農薬）は、こうした取組に資する資材であります

が、「農薬」という名称により、有機農業者が生産現場での使用に躊躇するとの声が

あります。 

そこで、今後、「みどりの食料システム戦略」に基づく取組をさらに推進する等の

観点から、以下のとおり「生物農薬」について通称を設け、使用していくこととし

ます。 

 

・「生物農薬」の通称として「生物防除資材」  

・「微生物農薬」の通称として「微生物防除資材」 

・「天敵農薬」の通称として「天敵」 

 

 ※今回の通称の設定は、農薬の規制の範囲を変更するものではありません。 

今後、農水省から公表される資料に「生物農薬」と「生物防除資材」と２通りの

表現が出てくることになると思いますが、同じものを指しておりますので、お含み

置きください。 

なお、法令・審議会・白書等については、従前通りの表記といたします。 
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                技術情報                 

1. 要侵入警戒ウイルス ToBRFV のトマトやピーマンにおける種子伝染の 

仕組みを解明 

  - 国内未発生のウイルスの侵入リスクを下げることに貢献 - 

 

2024 年 5 月 14 日  

概要 

Tomato brown rugose fruit virus(以下、ToBRFV)は、トマトに生育不良や果実

異常を引き起こし大きな被害をもたらすウイルスで、2014 年にイスラエルで発生が

初めて確認されました。 ToBRFV は、ほ場内で急速にまん延し、感染したトマトは

生育不良による収量の低下につながります。農林水産省の植物防疫法施行規則におい

て、検疫有害植物として規定されているウイルスで、2024 年 1 月現在、日本国内で

は未発生です。しかし、既に 30 カ国以上に発生が急拡大し(2024 年 1 月時点)、世

界中で生産現場や種子業界がその侵入・感染拡大を警戒しています。このウイルスの

急速かつ世界的な感染拡大は主にウイルスに汚染された種子の流通によるものと推察

されています。 

一方、ToBRFV はトマト以外にピーマン・トウガラシ類にも感染し、葉のモザイク

症状や果実の奇形などが生じることで収量を低下させます。トマトにおいては、この

ウイルスが種子伝染することが報告されていますが、ピーマンでは種子における伝染

形態については明らかになっていませんでした。このたび農研機構は、トマトだけで

なくピーマンにおいても ToBRFV が種子伝染することを明らかにし、感染種子の国

際的な流通が本病害を世界的にまん延させている可能性を示しました。 

種子伝染のメカニズムの解明のため、まずトマトを用いた試験で、ToBRFV は受粉

後、胚珠 3)が種子へと発達する段階で胚珠の珠皮 4)(種子の種皮となる組織)に侵入

し、これが種皮の感染を引き起こす可能性が示されました。さらに、トマトやピーマ

ンおいて、種皮内部に蓄積されたウイルスが発芽時に種皮から幼苗に侵入するという

種子伝染のメカニズムの一部を初めて明らかにしました。 

本成果は種子への厳密な検疫が

ToBRFV の日本国内への侵入と世界的な

感染拡大の阻止に重要であることを示すも

のであり、国内未発生のウイルスが侵入す

るリスクを下げること、ひいては世界的な

健全種子流通に貢献するものと期待されま

す。また、種子における感染部位が明らか

になったことで、今後の種子検査技術向上

につながります。  

図 ToBRFV に感染したピーマンの

モザイク症状 
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2 1 回の天敵昆虫導入でクリの侵入害虫による被害防除効果が約 40 年持続し

ていることを明らかに 

  - 伝統的生物的防除の持続事例を解明 - 

 

2024 年 5 月 15 日  

概要 

海外からの侵入害虫は、多くの場合、侵入先には自身の天敵がいないため、個体数が

急速に増加しやすく、結果、餌となる作物に大きな被害を及ぼします。そこで侵入害

虫を永続的に防除することを目的として、害虫の原産地から有力な天敵昆虫を導入・

放飼する防除法があり、「伝統的生物的防除」と呼ばれています。 

農研機構では、中国大陸から侵入したと考えられているクリの難防除害虫・クリタマ

バチの伝統的生物的防除を目的として、中国から導入した天敵寄生蜂チュウゴクオナ

ガコバチの最初の本格的放飼を 1982 年に農研機構敷地内(茨城県つくば市)で行いま

した。以来その放飼地点における当該害虫と天敵の動態調査を 2023 年まで継続して

きました。今回、長期的な防除効果を判定するために、放飼後 40 年間におよぶ調査

データを解析した結果、害虫密度が一時的に高まってもそれに連動して天敵が寄生・

増殖することで速やかに害虫密度が低下し、被害が長期間低く抑えられていたことが

明らかとなりました。 

チュウゴクオナガコバチは、1982 年以降、日本各地で国や県の事業として順次放飼

され、近年ではクリタマバチの被害は問題視されなくなっています。本成果は、害虫

と天敵の連動した動態を長期間調査することで、天敵による被害抑制効果の持続性を

科学的に明らかにした、世界でも研究事例の少ない貴重な報告になります。一度定着

すれば導入天敵により長期間にわたり害虫が抑制され、化学農薬のみでは防除が困難

であった害虫種に対し、伝統的生物的防除により、被害を心配することなくクリが生

産できていることが示されました。 

A:クリタマバチ成虫。初夏にクリの新芽(休眠芽)に産卵する。B:クリタマバチにより形成され

た虫こぶ(矢印)。ふ化幼虫の生育が急速に進む翌春に虫こぶができる。C:チュウゴクオナガコ

バチ成虫。虫こぶを見つけて内部にいるクリタマバチ幼虫体表に産卵し(外部寄生)、ふ化した

幼虫が食い殺す。 
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               全農薬ひろば                   

ハナショウブ（花菖蒲、Iris ensata var. ensata）アヤメ科アヤメ属の多年草 

 小石川後楽園の花菖蒲 

小石川後楽園は国の特別史跡及び特別名勝に指定される。5 月下旬から 6 月上旬にか

けて約 700 株のハナショウブが見ごろを迎えます。その見ごろの時期に合わせて、よ

り近くでハナショウブを見られるように菖蒲田の脇に木道が設けられています。また、

二番花が美しく咲くように編み笠に絣の着物の女性が咲き終わった花摘みの作業をして

います。風情を感じさせます（H.Miyasaka）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影場所：小石川後楽園(2024/06/07)  撮影者：宮坂 初男 

花言葉：『優しい心』、『優雅』 


